
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無料低額宿泊所と法的位置付けのない施設の状況（１） 

資料３－１ 

（１）無料低額宿泊所                           （２）法的位置付けのない施設 
市 Ｈ２２ Ｈ２４  市 Ｈ２２ Ｈ２４   市 Ｈ２２ Ｈ２４ 市 Ｈ２２ Ｈ２４ 

札幌 
０
０

０ 
０ 

 
名古屋 

１６
４７３

１４
５４９

 
札幌 

７８
８７３

１４９
１,６４６

名古屋 
６０

１,７３２
６８ 

１,４９１ 

仙台 
２２

１７４
２３ 
－ 

 
京都 

３
２５

２
２２

 
仙台 

１０
８６

－
－

京都 
２
３

４ 
１８ 

新潟 
０
０

０ 
０ 

 
大阪 

７
１６０

８
１４６

 
新潟 

２
４

－
－

大阪 
１３３

４,２０４
９８ 

３,２７３ 

さいたま 
１２

４９７
１２ 

５２９ 
 

堺 
１

１１
－
－

 
さいたま 

７７
７５６

１１２
１,０３８

堺 
３２

３６３
－ 
－ 

千葉 
１７

９４２
１７ 

８９７ 
 

神戸 
４

６６
５

７０
 

千葉 
３７

９５０
５４

１,０８１
神戸 

５
１８

－ 
－ 

川崎 
２３

７２６
２１ 

６５２ 
 

岡山 
０
０

１
－

 
川崎 

３２
２６４

４８
３９９

岡山 
１
５

－ 
－ 

横浜 
３９

１,２６３
４４ 
－ 

 
広島 

０
０

０
０

 
横浜 

３１
２９２

－
－

広島 
２

１４
３ 

５６ 

相模原 
１０

２３３
１４ 

２８８ 
 

北九州 
０
０

０
０

 
相模原 

２３
１５３

２２
１５３

北九州 
５

２４
３ 

２５ 

静岡 
０
０

－ 
－ 

 
福岡 

１
３５

１
６１

 
静岡 

５
３９

－
－

福岡 
１９

２６７
－ 
－ 

浜松 
１

１１
４ 

４１ 
 

熊本 
０
０

－
－

 
浜松 

０
０

０
０

熊本 
０
０

－ 
－ 

※ 上段：施設数、下段：入所者数 

※ 厚生労働省の調査データ等をもとに札幌市が集計。Ｈ２２は厚生労働省による調査。その後は厚生労働省による調査がなかったため、独自に調査をした市のみ数

値を記載（大阪市のＨ２４はＨ２３の数値）。 

１ 施設数・入所者数の推移 

○無料低額宿泊所は横ばいだが、法的位置付けのない施設が大きく増加している。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 法的位置付けのない施設の状況（平成２２年６月・政令市） ※1 

無料低額宿泊所と法的位置付けのない施設の状況（２） 

（１）対象者別内訳＜総数＝５５４施設＞ （２）金銭管理を行っているが現金出納簿を整備して
いない施設＜総数＝９８施設＞ 

ホームレス 

146 施設(26.4％)

高専賃 ※2 

98 施設(17.7％) 

要介護高齢者 

117 施設(21.1％)

その他 

193 施設(34.8％)

ホームレス 

50 施設(51.0％) 

高専賃 

11 施設(11.2％) 

要介護高齢者 

10 施設(10.2％)

その他 

27 施設(27.6％) 

※1 厚生労働省の調査データをもとに札幌が集計。 

※2 高専賃（高齢者専用賃貸住宅）：専ら高齢者を賃借人とする賃貸住宅。平成 23 年 10 月に制度が廃止され、現在は「高齢者の居住の安定確保に関する法律」

によるサービス付き高齢者向け住宅の登録制度となっている。 

○法的位置付けのない５５４施設のうち、ホームレスを対象とするものが、１４６施設と多い。 
（特に、さいたま市は７７施設中７１施設、千葉市は３７施設中２３施設、横浜市は３１施設中２１施設と多い） 

○ホームレスを対象とする施設には、金銭管理を行っているが現金出納簿を整備していない施設が多い。 
（金銭管理を行っている施設は、５５４施設中３００施設） 


